
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 14,303 4,160 6,437 0

事業費

の内訳

令和3年度決算

・常盤中学校常盤中学校格技場新築ほか工事周辺調査　１，８２１千円
・北野台中学校格技場新築工事周辺調査　２，４５６千円

令和4年度予算

なし

人工 0.3 0.3 0.3 0.0

人件費 2,160 2,160 2,160 0

事業費 12,143 2,000 4,277 0

うち特定財源 871 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律

他都市の状況

他都市でも同様の事業を行っている。

実施結果

武道場整備工事による、近隣家屋等への影響有無を調査した。
家屋調査：常盤中学校

事業実施における
工夫点

なし。

対象者 生徒 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

武道場の整備により、体育で武道を実施するにあたり、より良好な環境を整えるとともに、既整備校との学習環境
の不均衡の解消を進める。

長期

円滑な授業を可能とする学習環境を整え、生徒の健全育成を図る。

取組内容

柔道や剣道等を実施できる武道場を整備する。
家屋調査：常盤中学校

011-211-3835

施策名
子ども・若者を社会全体で育成・支援する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 武道場整備費

評価担当課
所属名 教）生涯学習部　学校施設課

課長名 宮野 担当者名 石垣 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 36902



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

○ 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ● その他

千
円

今回の評価

評価の理由
学習環境の向上、既整備校との学習環境の不均衡の解消を進めるため計画的な整備を行った。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

小規模校等を除く、予定していた整備が完了したため事業終了。

予算
事業終了により令和４年度以降予算計上なし。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

事業を行うにあたっては、学校からの武道場整備要望や敷地の状況、クラブ活動の状況等を踏ま
え、適切な事業校選定を行っている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

武道場の整備により、円滑な授業を可能とする学習環境を整え、生徒の健全育成を図ることがで
きた。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

学習指導要領の改訂に伴い、中学校の体育で必修化された武道について、武道場を整備するこ
とにより効率的に取り組むことができ、また、既整備校との学習環境の不均衡の解消を進めること
ができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

学習指導要領の改訂に伴い、中学校の体育で必修化された武道について、武道場を整備するこ
とにより効率的に取り組むことができ、また、既整備校との学習環境の不均衡の解消を進めるた
めに必要な事業であり、事業規模は適切である。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

0

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 武道場設置校数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

2 0 0


